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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社プロレド・パートナーズ 

 

[企業 ID]  7034 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2023 年 10 月期 決算説明会 

 

[決算期]  2023 年度 通期 

 

[日程]   2023 年 12 月 15 日 

 

[ページ数]  23 

  

[時間]   17:00 – 17:32 

（合計：32 分、登壇：19 分、質疑応答：13 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

   代表取締役   佐谷 進（以下、佐谷） 

 

[アナリスト名]* いちよし経済研究所  吉田 正夫 
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*質疑応答の中で発言をしたアナリスト、または質問が代読されたアナリストの中で、

SCRIPTS Asia が特定出来たものに限る 
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登壇 

 

司会：定刻となりましたので、ただ今より、株式会社プロレド・パートナーズ、2023 年 10 月期決

算説明会を始めさせていただきます。 

最初に、出席者のご紹介をいたします。代表取締役、佐谷進でございます。 

なお、資料につきましては、当社 IR サイトからご確認いただけます。 

本日は、決算説明のあと、質疑応答の時間を設けさせていただきます。質疑応答は、Zoom 音声、

続いて Zoom テキストの順でご対応させていただきます。Zoom 内の手を挙げる機能を使用し、音

声での質疑応答のほか、Q&A 機能を使用したテキストでの質問も承ります。 

それでは、代表取締役、佐谷進よりご説明させていただきます。 

では、よろしくお願いいたします 
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佐谷：株式会社プロレド・パートナーズ、代表取締役の佐谷進です。本日は、2023 年 10 月期通期

決算説明会にご参加いただき、誠にありがとうございます。 

それでは早速ですが、決算説明を開始いたします。 

本日は、主にこちらに掲げる三つについて説明申し上げます。 

一つ目は、2023 年 10 月期通期決算概要です。二つ目が 2024 年 10 月期、来期の通期業績予想、

三つ目がプロサインの状況となっています。 

 

では、一つ目の、今期の 2023 年 10 月期通期決算概要についてお話しさせていただきます。 

まず業績ハイライトについて、主に三つ説明させていただきます。 

一つ目のコンサルティングに関しては、成果報酬コンサルティングが前々期あたりから非常に厳し

い状況になりまして、今期の業績予想も非常に厳しい計画になっていました。実際の着地に関して

は、インフレの影響を織り込んだ業績予想であったため、計画どおり進捗した結果となっておりま

す。 
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次に固定報酬型のコンサルについて、当初見込んでいた以上に強いニーズがありまして、業績予想

以上の成長となりました。主にはバックオフィス業務の BPR や調達業務の改善、プロジェクト実

行支援等、様々なプロジェクトをご依頼いただいています。 

二つ目、プロサインに関して、プロサイン BSM、プロサイン CRE と二つの事業サービスがござい

ましたが、BSM 事業の譲渡を実行しました。既に発表させていただいている内容でありますが、

NTT データイントラマート社に、エンジニアとメンバーも含めて移籍しました。結果、当社では

プロサイン CRE 事業のみ開発および運営を継続しています。 

三つ目、ナレッジリーン、旧社名は知識経営研究所について、社名変更および本社移転を実施して

います。売上高および営業利益は、業績予想以上の成長となっております。 

ブルパスに関しては、今期が初めての EXIT というところで、投資案件の株式譲渡などで投資事業

組合運用益を計上しました。純利益に寄与しております。 

全ての結果から、連結売上高 27 億 1,500 万円、連結営業利益 3 億 7,200 万円の赤字となっていま

す。純利益に関しては、8 億 1,800 万円の黒字という結果です。 
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では次、業績概要に関して説明させていただきます。前期 2022 年との比較です。 

売上に関しては、ほぼ前期と同額で着地しています。 

22 年と 23 年での一番大きな違いは、人件費です。原価の人件費が 2022 年 8 億円に対して、2023

年 11 億 4,700 万円となっております。 

一方、販管費は、2022 年 15 億円に対して 2023 年 11 億 3,500 万円です。これは新規事業に係る

費用を販管費から売上原価計上へ変更したこと、人材配置の見直しを行ったことによるものです。 

合計値では 8%のコスト増となっておりまして、その結果として、営業利益で 3 億 7,200 万円の赤

字です。 

また、経常利益に関しては 43 億 7,800 万円とありますが、ここには投資事業組合運用益が計上さ

れています。 

非支配株主に帰属する損益を反映した結果、親会社株主に帰属する純利益は 8 億 1,800 万円となっ

ております。また、この純利益には、プロサイン BSM 事業の譲渡益も含まれています。 

以上が、今期の連結決算概要になっています。 
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次に、プロレド単体の売上高、営業利益について説明させていただきます。 

売上高、特に営業利益に関しては、非常に厳しい結果となりました。第 1 クォーターから第 4 クォ

ーターまで全て、営業利益ベースで赤字となっています。 

インフレ等の影響で、成果報酬のコスト削減が厳しい状況にあって、売上が大きく上がらないとい

うところではありましたが、後半一部、固定報酬の売上が徐々に上がってきました。 
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プロレド単体のコンサルタント人数の推移です。 

これまでは成果報酬型のコンサルタント人数という切り口で出しておりました。コンサルタントの

人数に関しては、第 2 クォーターを底に増加傾向にあります。 

成果報酬型のコンサルと固定報酬型のコンサルで人数を区分しており、固定報酬型は、2023 年、

今期から本格的にサービスを提供してまいりまして、毎期、第 1、第 2、第 3、第 4 と、増えてい

っています。 

一方で、成果報酬型のコンサル人数に関しては、ほぼ横ばいという状況です。今後、状況によって

はコンサルタントの異動や配置転換等も随時検討していきたいと考えております。現状ではコンサ

ル全体で 105 名となっております。 
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次に、プロレド単体のサービスラインです。 

サービスラインに関しては、これまで、一番左上の成果報酬というところがメインサービスであり

ました。特にコストマネジメントをメインとしておりましたが、今期より固定報酬のサービスも随

時提供していく中で、コストマネジメントや売上拡大、そして M&A、デューデリジェンス、PMI

等、DX 推進、人材育成等の仕事がかなり伸びてきています。 

環境のコンサルティングに関しても、グループ会社のナレッジリーンと一緒にサービスを提供して

おり、コンサルティングのサービスラインナップとしては、かなり幅広く提供しています。 

一方、SaaS、プロサイン CRE に関しては、引き続き我々で運営していくというところで、しっか

り伸ばしていきたいと考えております。 

以上、プロレド単体のサービスラインとなっています。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

10 
 

 

固定報酬型のコンサルティングをどのように提供しているのか、というところについて、元々成果

報酬型のコンサルティングをやってきたという中で、通常のコンサルティングを提供するというも

のでもよかったのかもしれないですが、我々なりのこだわりを追求して、今、提供しているところ

でございます。 

元々、成果報酬型のコンサルティングというのは、売上 100 億円程度から 1,000 億円、2,000 億円

の会社にサービス提供してまいりました。 

その後、売上数億から数十億の会社に関しては、グループ会社のブルパス・キャピタルが M&A の

後に PMI するというところで、コンサルティング、バリューアップを意識して、サービス提供し

てきました。 

今後、数千億、数兆円の会社にサービス提供すべく、どのような形がいいかというところをずっと

模索はしてきたのですが、今回、一部の部署、ストラテジー&ハンズオン事業でサービス提供して

いる内容を、少しご紹介させていただければと思います。 
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具体的には、当初数名のコンサルタントが 1 か月から 3 か月程度、クライアントに常駐してコンサ

ルティングを無償で行い、コンサルティングの内容や提案が受け入れられると、有償契約に進むと

いうモデルです。 

有償契約ありきのサービスではないため、クライアントにおいてもリスクなくコンサルティングを

導入でき、かつコンサルティングの質の確認もできるというところで、クライアントにとってメリ

ットのあるサービスなのではないかと考えております。 

このような特徴的なコンサルティングモデルを今後も意識的に進めて拡大していきたいと考えてお

ります。 

 

では、2024 年 10 月期通期業績予想です。 

2024 年 10 月期通期業績予想ですが、連結売上高に関しては 25 億 4,600 万円です。連結営業利益

に関しては、9 億 1,000 万円の赤字とさせていただきます。 
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プロレド単体については、固定報酬型のコンサルの拡大を今後も進めていくと考えているのです

が、成果報酬型のコンサルティングの落ち込みはやはりありまして、売上高は縮小するという予想

です。 

一方、固定報酬型のコンサルティングを拡大するために、採用に対する投資は行っていく必要があ

ります。そのため、営業利益の赤字幅が大きく拡大するという内容になっています。 

ナレッジリーン単体については、カーボンゼロに係る案件増加が想定される一方で、プロレドと同

様に、採用に対する投資によって営業利益が縮小する見込みです。 

連結経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益に関しては、当社グループが出資しているフ

ァンドの状況によって、損益が発生する時期および金額の合理的な予想が困難な状況でもあるの

で、予想は非開示とさせていただきます。 

 

プロレド単体の業績予想の内訳に関してですが、今回、三つのセグメントに分けました。 
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一つは、従前からある成果報酬型のコンサルです。二つ目が固定報酬型のコンサル、そして SaaS

です。 

成果報酬型のコンサルに関しては、10 億 9,600 万円の売上高を予想しており、今期と比較すると

27%程度減少する見込みです。過年度から続くエネルギーコストのコスト高やインフレの進行で当

面なかなか厳しい状況ではあります。様々なものにも値上がりというのは起きてきています。引き

続きコンサルティングの効率化や営業リード獲得の見直しをしっかり行って、利益を出せるような

形にしていきたいと考えております。 

固定報酬型のコンサルに関しては、8 億 6,900 万円の売上高を予想しています。前期比で約 25%増

加する予定です。知見のあるコストマネジメント領域に関するプロジェクトや DX 推進領域に関し

て、増収を見込んでいます。これらの領域は今後も注力すべきであって、採用をかなりしっかり進

めていっている状況ですので、そこに対する投資費用がかかっています。 

最後、SaaS です。プロサイン CRE については、7,000 万円の売上高を予想します。前期比で

223%増加する予定です。サービス自体かなり機能拡充も進み、導入企業も増加しているため、価

格改定することを予定して増収を見込んでいます。 

以上、プロレド単体の業績予想です。 
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最後、プロサインの状況について説明させていただきます。 

この形で開示するのも今期で最後になると思うのですが、プロサイン CRE は課金社数 59 社となっ

ています。プロサイン BSM は事業譲渡をしましたが、CRE 単体で課金を継続中、そして開発運営

中です。今後もしっかり伸ばしていきたいと思っております。 
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次に、プロサインの人員数および開発関連費用の状況です。 

まず人員に関しては、第 3 クォーターから 11 名になっています。BSM の事業譲渡により減少し

ています。 

費用に関しても、現状、1 クォーター4,000 万円程度に抑えられているのですが、来期以降は年間

で 1 億 2,000 万円程度に着地する想定です。再来期以降にはしっかり利益が出てくる体制になるの

ではないかと想定しています。 

以上、プロサインの説明でした。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

16 
 

 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

17 
 

 

最後は、Appendix にブルパス・キャピタルの進捗状況等を記載しておるので、ご興味のある方は

ご確認いただければと思います。 

以上、私からの説明です。ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは、説明は以上となりますので、質疑応答に移ります。 

質疑応答は、Zoom 音声、続いて Zoom テキストの順でご対応させていただきます。 

最初に、吉田様、ご質問をお願いいたします。なお、質問は 1 問ずつお伝えください。 

吉田 [Q]：いちよし経済研究所、吉田です。お世話様です。 

では、最初の質問で、事業環境について聞かせてください。業績予想と実績値の差異に関するお知

らせを見ています。営業利益が上振れている理由として、2022 年 10 月期以前の受注に関わる 2

年目および 3 年目計上分の売上高について、インフレ影響を織り込んでいたけど、その影響を受け

ることなく、一部、売上計上できた案件がある、というところについて伺いたいです。 

あと、これを踏まえた上で、今期の業績予想で成果報酬型コンサル、これがスライド 12 ページで

4 億円ほど減ることになっていますが、同じような前提で見ればここまで減ることもないかなとも

思うのですが、何しろ 1 年目、2 年目、3 年目の前提がどうなっているかよく分からないので、新

規に案件獲得するのが厳しいのでこうなっているのか、それとも 2 年目、3 年目のところがインフ

レ影響を受ける想定でこうなっているのか、この辺の前提についてもう少し教えていただけます

か。 

佐谷 [A]：ご質問ありがとうございます。 

まず今期着地の上振れですが、当初インフレが急激に起こった中で、多くの品目が値上がりしてき

ました。我々は 2 年目、3 年目のサポートでもフィーをいただいておりましたが、その多くはやは

り値上がりして、2 年目、3 年目のフィーはもらえないという状況が続いていました。 

そういう中で値上げを見込んで予算を策定したのですが、結果的にはサプライヤー様がそのまま契

約を維持したお客様もいますし、我々がしっかりと値上げを抑えて、コスト削減の状況を維持でき

たということもありまして、結果として上振れになったと。予算の数字をコンサバにつくったとい

う状況であります。 

来期の数字に関してですが、2 回目、3 回目の数字というのは、そこまでありません。一部コンサ

バに見ているところはありますが、結果として、今期の売上自体もかなり縮小しているというのも

ありまして、割合的には１回目の売上の影響が大きいというのが事実です。 
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吉田 [Q]：そうすると、仕込み終わって、1 年目のコンサルティングが始まるところの 1 年目が減

るというのも、それなりに見込んでいるということですか。 

佐谷 [A]：おっしゃるとおりです。 

吉田 [Q]：分かりました。 

あと、インフレ影響については、かつては厳しかったと思うのですが、ここにきて少し落ち着いて

いると言いますか、上昇幅がそれほどでもなくなってきているような気はするのですが、それは御

社のビジネスにどういう影響を与えるのですか。 

佐谷 [A]：最初、エネルギー関連から値上がりが始まりまして、ほかのコストに関しても、今まさ

に徐々に上がってきているという状況でもあります。2 年前に全てのコストが値上がりしたという

状況ではなくて、一気にエネルギーが上がって、その 1 年後に、それに比較的近い分野が上がっ

て、人件費関連等も上がってきて、まだまだ人件費関連の値上がり等は続いていますし、工事だっ

たり、建材だったり、様々なコストで値上がりが続いてはいます。 

一斉にというわけではなくて徐々に広がっている感じではあるので、我々の見ている中では、イン

フレは進行中です。 

吉田 [Q]：分かりました。 

ざっくり全体の売上で、その厳しさの度合いが分かる指標があればいいのですが、プロレド単体の

売上高が 2023 年は全体で 1 億円減少していますよね。今期のガイダンス、これが 1 億 7,000 万円

減少ということで、厳しさがやや増すような形にはなっていますが、固定報酬型が前回より増える

のであれば、全体の売上高の減少は去年ほど見なくてもいいのかなとも思うのですが、そこについ

てはどうですか。 

佐谷 [A]：インフレの影響もありまして、下方修正で非常にご迷惑をおかけしたというところはあ

りますので、我々としてはしっかりと出した予算、計画を達成するということを第 1 に考えて計画

を立てています。 

とはいえ、そんなに上振ればかりしていてもよくないので、しっかりと着地できる数字というの

が、この数字です。もちろん、まだ攻められる分野があればしっかりと投資もしていきたいとは思

っています。 

吉田 [Q]：分かりました。ありがとうございます。 
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2 点目ですが、費用の考え方について教えていただけますか。スライド 11 のところで、ご説明を

聞き漏らしたかもしれませんが、売上高が 1.7 億円減って、営業利益が 5.5 億円減るので、売上が

減る以上に費用が増しますというところで、実際、人件費のところで、固定報酬型で採用を増やす

のでしょうか。 

社内のシフトも考えられるかもしれないのですが、どちらかというと、これから固定報酬の売上を

立てなければいけないところは、それなりのキャリアがあって、優秀な人を採らないといけないの

で、外部から調達する採用費もそうですし、人件費もかかるのかもしれませんが、この辺の、投資

とおっしゃるところの部分についてもう少し教えていただけますか。 

佐谷 [A]：おっしゃるとおり、ここはなぜこれだけ営業利益が減るのかというと、採用にかかる費

用と、コンサルタントの人件費の増加が要因です。 

吉田 [Q]：なるほど。人件費自体は、全体でどういう想定になっていますか。終わった期は 167 名

だと思います。これは結局増えるということですか。 

佐谷 [A]：ここは増える想定でいます。 

吉田 [Q]：分かりました。それは固定報酬のところで、コンサルタントの採用を増やすということ

ですね。 

佐谷 [A]：そうですね。成果報酬型コンサルタント 57 名、固定報酬型コンサルタント 48 名という

数字自体は大きく変わると思います。 

吉田 [Q]：分かりました。ありがとうございます。 

最後、固定報酬型コンサルの新たなモデルということで、スライド 9 に出していらっしゃいます

が、これは顧客が採用しやすいようなモデルということでやられていると思うのですが、売上が立

つタイミングがどういうところで、あとは顧問契約型になるわけですか、それともプロジェクト

で、一括で終わるか、この辺について。 

佐谷 [A]：基本的には、プロジェクトベースにはなってきます。100％稼働で常駐するということ

が多いとは思います。 

売上の立つタイミングに関しては、基本契約を締結してから数か月後になるという状況にありま

す。 

吉田 [M]：分かりました。ありがとうございます。以上です。 
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佐谷 [M]：ありがとうございます。 

司会 [M]：そのほか、音声でのご質問はございますでしょうか。 

音声での質問がございませんので、続いて、Zoom テキストでの質疑応答に移らせていただきま

す。 

最初の質問を頂戴しましたので、読み上げさせていただきます。 

質問者 [Q]：中計の見直しはいつするのでしょうか。 

佐谷 [A]：ご質問ありがとうございます。 

現状、成果報酬型のコンサルの売上の安定性というところでは、インフレ等がまだ続いていますの

で、非常に予測が難しい状況でもあります。固定報酬型のコンサルティングも今後伸ばしていける

という感覚はあるものの、どの程度伸ばせるのかというところもなかなか予想しがたい状況にあり

ます。これらを勘案して、いつ見直すか、開示するかは未定ですが、来期、再来期には行っていき

たいと考えております。 

司会 [M]：そのほか、テキストでのご質問はございますでしょうか。 

それでは、以上をもちまして、株式会社プロレド・パートナーズ、2023 年 10 月期決算説明会を終

了いたします。 

本日は、お忙しい中ご出席いただきまして、誠にありがとうございました。 

それでは、退室いたします。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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